
編集後記
　平成中期に立て続けに３回にわたり，記事の執筆をさせて頂いた．当時，文才の無い私は，なぜ
連続で何回も記事を書かないといけないのか不満を漏らしながら，編集員からの指摘に校正を繰り
返したものだった．15年の時が流れて，こうして皆さんの記事を読みながら改めて，前に一歩進む，
新しいものを生み出し，世に示し，育て，更に次の一歩前へと進むことの必要性を再認識している．
昔，上司に，停滞は退化と同じだ．改善・開発のスピードの差が利益の差だ．相手より早く進んで
こそ初めて勝てると言われた事を思い出した．こんな時期だからこそ，執筆者を含め技術者一同の
活躍を期待したい．� （野口委員）

　コロナ禍により生活スタイルは大きく変化した．仕事ではテレワークやWEB会議が当たり前と
なり，当編集委員会もWEB会議で開催されている．休日には密になりにくいことからキャンプが
人気であった．かくいう私も，にわかキャンパーの１人である．デジタル化で利便性が向上する一
方，ある意味不便さを楽しむニーズがあるというのは，少し複雑な感じである．カヤバ技報は，お
客様や社内の様々なニーズに対応した成果でもあり，今後もカヤバの技術や魅力を広く発信してい
きたいと考えている．� （早瀬委員）

　自動車，建設機械等が自動運転や遠隔操作化の方向へ進んでいる．油圧部品メーカとしてそれら
に対応，追従していかなければならなく日々悩んでいる中，自分が編集委員となり記事の確認，こ
こ最近のカヤバ技報を見てみるとそれらのヒントが多く掲載されている．コロナ禍で大変な状況で
はあるが他拠点で様々な開発をし，様々な製品を生み出していると改めて感じ非常に心強い．そん
なカヤバグループ全体の技術を活用し今後開発を進めていきたいと考えている．� （小林委員）
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◎編集委員長
○編集事務局
HC事業本部：ハイドロリックコンポーネンツ事業本部
AC事業本部：オートモーティブコンポーネンツ事業本部

◎伊藤　隆 技術本部基盤技術研究所
椛澤　亮一 技術本部基盤技術研究所
早瀬　知己 技術本部生産技術研究所
周防　士朗 技術本部知的財産部
松村　亮一 経営企画本部経営企画部
太田　康洋 AC事業本部技術統轄部
宮谷　修 AC事業本部技術統轄部
佐々木和弘 AC事業本部技術統轄部
野口　洋一 AC事業本部PS事業部生産技術部
齋藤　啓司 HC事業本部相模油機技術部

中野　智和 HC事業本部岐阜南油機技術部
丸山　政一 航空機器事業部技術部
川島　茂 特装車両事業部熊谷工場技術部
岡田　潔 KYBモーターサイクルサスペンション㈱生産技術部
岡村　和徳 KYBステージエンジニアリング㈱技術部
河野　義彦 ㈱タカコ技術本部開発部
小林　弘孝 KYB-YS㈱設計部
○小畑　宏 技術本部技術企画部
○大林　義博 技術本部技術企画部

　日頃，カヤバ技報をご愛読いただきありがと
うございます．第50号（2015年４月発行）から，
より多くの方々にご覧いただくことを目的とし，
弊社ホームページへの掲載を行っております．
是非ご利用下さい．
　なお，冊子の発行は従来通り行ないますので，
こちらもあわせてご利用下さい．

〈カヤバのホームページアドレス〉
https://www.kyb.co.jp/
（�トップ画面からカヤバ技報バナーをクリックし
て下さい）

ホームページへの掲載のお知らせ

　


